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P − 137　 ホ ル モ ン補充療法施行時の 血中レプ

チ ン 濃度の 検討
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P − 138　　エ ス ト ロ ゲ ン の 抗 動 脈 硬 化 作 用 と し

て の 血管 内皮細胞 へ の 影 響
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　【目的｝肥満遣伝子産物 レプチ ン の 性腺系の 機能

調節 へ の 関与が示唆され ，そ の 臨床的意義が注 目

されて い る。 今 回，我々 は ホル モ ン補充療法 （HRT）
な どの ホ ル モ ン療法施行患者 を対象に，血中 レ プ

チ ン濃度 と年齢，肥満度お よび性 ス テ ロ イ ドとの

関連 を検討 した 。

【方法】当科思春期 ・中高年外来受診中の 240名

　（年齢 ： 17〜75歳，BMI：12．7〜39．8）か ら血清を

採取 し，H  N　LEPTIN　RIA　KIT （Linco　Research

社）を用い て 血中レ プ チ ン 濃度を測 定 した 。

【成績】 1）有経群で は血中レ プチ ン 濃度は年齢と

負の 相関 （pく0，05）を示 したが，閉経群で は有意 な

相関 は認 め られ なか っ た 。 2） BMIに 関 して は血中

レプチ ン 濃度は有経群，閉経群と もに良好な正の

相関（p〈0．OD を示 した 。 3） HRT施行群 の 血中レ プ

チ ン濃度は有経群 閉経群と もに非施行群 の それ

と有意差は認め なか っ た 。 4） HRT施行有経群の 方

が 　HRT施行閉経群 よ り血中 レプチ ン濃度 は 有意

に 高値を示 した （p〈O．　01）。 5）HRT施行前と施行後

6ケ月の 血中レプチ ン濃度の 比較で は有意 な変動

は認め られなか っ た （n ・21）。 6）血中 レ プチ ン濃度

と LH，　 FSH，　 E1，　 E， レベ ル とに は相関関係 は認め

られ なか っ た
。

【結論】血中 レプチ ン 濃度 は BMIに 比例 して 増加

するこ とが示され，体内脂肪の 関与が確認 され た 。

性機能 へ の 関与に つ い て は，ラ ッ トや マ ウ ス で レ

プチ ン が生殖器官を刺激す る作用を有 して い る可

能性が示唆されて い るが，ヒ トで は更なる詳 しい

検討が必 要で ある と思 われ た 。

［目 的】ホ ル モ ン 補 充 療 法 （HRT ） の 抗 動 脈硬 化 作

用 は 、抗 高 脂 血 症 作 用 、血 管細胞 に 対す る 直接効

果の 他 、血 管内皮 細 胞 に お い て 接 着 因子 に も 影 響

を 及 ぼ し て い る 。今 回 こ れ ら の 中 で 接 着 分 子

　（VCAM ・1，ICAM −1）へ の 影 響に つ い て 実験 し た 。

【方法｝分 娩 直 後 の 臍帯 よ り、HUVEC を採 取 し培

養 、各種 濃度（IO
−

loM 、10
−
9M 、10

．幽
8M

）の Estrone

sulfate （El −S）を 添 加 し培 養 後、　 IL−1 β に よ り接着

分 子 を 発 現 させ 、LSAB 法 （Labelled 　Streptavidin

Biotin　method ）に よ る Cell　ELISA に よ り、そ の

変 化 を 調 べ た
。 ま た 、血 液 よ り分 離 し た 単球 を、

同様 に し て 接 着 因 予 を発 現 さ せ た HUVEC 上 に 撤

き接 着 し た単 球数 を蛍 光 顕微 鏡 に て カ ウ ン ト し比

較 を し た 。

［成 績］接着 分 子 の VCAM −1 は 、コ ン トロ
ー

ル に 対

し 、10
−

IOM で 97％ に ま で 抑 制 され た が 有 意差 は

認 め ず、10
−
9M で は 94％ に ま で 抑 制 され 有意差

を認 め 、10
−
8M で も 78 ％ に ま で 抑 制 され 有 意差

を 認 め た 。ICAM −1 は 、10 「 °M で 94 ％ に ま で 抑

制 さ れ た が 有意 差 は 認 め ず ．10
−
9M で は 90 ％ に

ま で 抑制 され 有意差 を認 め 、108M で も 88％ に

ま で 抑 制 され 有 意差 を 認 め た。ま た 、実 際 に 単 球

の 接 着 し た 数 も減少 して い る の が 認 め られ た t

［結 論 亅今 回 の 結 果 よ り、エ ス トロ ゲ ン は 血 管 内 皮

細 胞 と 単 球 の 接 着 に 関 わ る 接 着 因 子 で あ る

VCAM −1，ICAM −1繕 現 を 抑 制 し 、動脈硬 化 発 症 メ

カ ニ ズ ム の 一
つ で あ る 、単球 の 血 管内皮 細 胞 へ の

接 着 を抑 制 し、抗 動 脈 硬化 作 用 を 発揮す る と考 え

られ た 。
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